
取扱説明書

お買い上げいただき、ありがとうございます。ご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みください。
また、お読みになったあとは、いつでも見られるところに保証書と一緒に大切に保管してください。
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安全にお使いいただくために

この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損
害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになってい
ます。内容をよく理解してから本文をお読みください。

Q

D

F

表示の意味

万一、異常が起きたら
煙が出たり、変なにおいや音がするとき
機器の内部に異物や水などが入ったとき
この機器を落としたり、キャビネットを破損したとき
すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。
異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因となります。販売店に修理をご依頼く
ださい。

行為を禁止する記号

行為を指示する記号

注意を促す記号

A

S

分解禁止

電源プラグをコン
セントから抜く

禁止

一般的な強制

一般的な注意

Q警告
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
火災や感電などによって、死亡や大怪我など
の人身事故の原因となります。

Q注意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
感電やその他の事故によって、怪我をしたり、
周辺の家財に損害を与えたりすることがあり
ます。

Q警告 以下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、火災や感電などによって、
死亡や大怪我などの人身事故の原因となります。

F
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A

S

D

電源コードを傷つけない。
電源コードの上に重いものをのせたり、コードを本機の下敷きにしない。
電源コードを加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したり
しない。
コードが破損すると火災・感電の原因となります。万一、電源コードが傷んだら(芯線
の露出、断線など)、販売店に交換をご依頼ください。

電源プラグにほこりをためない。
電源プラグとコンセントの間にゴミやほこりが付着すると、火災・感電の原因となり
ます。電源プラグを抜いてから、ゴミやほこりを取り除いてください。

交流100ボルト以外の電圧で使用しない。
この機器を使用できるのは日本国内のみです。表示された電源電圧(交流100ボルト)
以外の電圧で使用しないでください。また、船舶などの直流(DC)電源には接続しない
でください。火災・感電の原因となります。

通風孔に異物を入れない。
内部に金属類や燃えやすいものなど異物が入ると、火災・感電の原因となります。

機器の上に花びんや水などが入った容器を置かない。
内部に水が入ると火災・感電の原因となります。

通風孔をふさがない。
通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となります。

この機器のカバーは絶対に外さない。
カバーを開けたり改造すると、火災・感電の原因となります。内部の点検・修理は販
売店にご依頼ください。

この機器を設置する場合は、壁から20cm以上の間隔をあける。また、放熱をよくす
るために、他の機器との間は少し離して置く。
ラックなどに入れるときは、機器の天面から2cm以上、背面から10cm以上のすきま
をあける。
内部に熱がこもり、火災の原因となります。

以下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、火災や感電などによって、
死亡や大怪我などの人身事故の原因となります。Q警告
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A

F

Q注意
オーディオ機器、スピーカー等の機器を接続する場合は、各機器の取扱説明書をよく
読み、電源を切ったあと、その説明に従って接続する。
また、接続は指定のコードを使用する。

電源を入れる前には音量を最小にする。
突然大きな音が出て聴力障害などの原因となることがあります。

ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かない。
湿気やほこりの多い場所に置かない。
調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所置かない。
火災、感電やけがの原因となることがあります。

電源コードを熱器具に近付けない。
コードの被ふくが溶けて、火災・感電の原因となることがあります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因となることがあります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らない。
コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。必ずプラグを持って抜い
てください。

ディスクの挿入口に手を入れない。
特にお子様にはご注意ください。けがや故障の原因となることがあります。

移動させる場合は、電源スイッチを「 」にしたあと、必ず電源プラグをコンセン
トから抜き、外部の接続コードを外す。
コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。

旅行などで長期間この機器を使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ
ントから抜く。

お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜く。
感電の原因となることがあります。

S

以下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、感電やその他の事故によ
って、怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりすることがあります。

安全にお使いいただくために
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MDについて

MDはカートリッジに収納されており、手軽に取り扱うこと
ができますが、カートリッジの汚れやそりなどは誤動作の
原因になることがあります。いつでもいい音で楽しめるよ
うに、次のことにご注意ください。

●無理にシャッターを開けたり、中のディスクに触れたり
しないでください。

●ゴミやホコリの多い場所に放置しないでください。

●直射日光が当たる場所や、高温多湿な場所には置かない
でください。

●MDカートリッジ表面のほこりは、乾いた布で拭き取っ
てください。

●MDカートリッジにラベルを張るときは、指定の位置に
正しく張ってください。ラベルがめくれたり浮いたりし
ていると、MDが内部につまって取り出せなくなること
があります。

●ラベルを重ねて張らないでください。

●MDが本機にセットされた状態では、カートリッジのシ
ャッターが常に開いた状態になっています。ほこりを防
ぐために、録音・再生後はMDを本機から取り出して保
管してください。

●本機を移動するときは、MDを取り出してください。

MDには、大切な録音内容を誤って消さないように、誤消去
防止つまみがついています。録音後、つまみをスライドさ
せて孔が開いた状態にすると、録音できなくなります。再
び録音するときは、孔が閉じた状態に戻してください。

誤消去防止つまみ

U-TOCとは

録音用MDでは、録音した曲の情報 (開始アドレス、終了
アドレス、タイトルなど)をU-TOCというところに記録
しますので、ここを書き換えるだけで簡単に編集するこ
とができます。

(U-TOC：User Table of Contents)
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各部の名称

電源スイッチ

電源の入/切を切り換えます。

ヘッドホンジャック

ヘッドホン用音量調節つまみ

ヘッドホンを使用するときは、ヘッドホンジャック

にヘッドホンプラグを差し込み、音量調節つまみ を

まわして適切な音量に調節してください。

リモコン受光部

リモコンからの信号を受信します。リモコンを使用す
るときは、リモコンの先端をこの部分に向けて操作し
てください。

表示窓

ディスクの総曲数や再生時間などが表示されます。

録音ボタン

録音可能なディスクが入っているときにこのボタンを
押すと、録音待機状態になります。(18ページ)
ディスクが入っていないときに押すと、モニター状態
になります。(20ページ)

停止ボタン［H］

再生/録音、各種操作を停止します。

サーチボタン［m/,］

再生中にサーチボタンを押したままでいると、早送り
/早戻しができます。(11ページ)

H

G

F

E

D

C

B

C

B

A

�

a

P Q

O

L

I

H

L

M

F

J

b
c

d

e

g

f

N

G
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数字キー

選曲などに使用します。(11ページ)

リピートA-Bボタン

A-Bリピート再生に使用します。(15ページ)

リピートボタン

リピート再生のモードを切り換えます。(14ページ)

タイトル編集ボタン

タイトルを編集するときに使用します。
クリアボタンはプログラム再生にも使用します。
(30ページ)

シンクロ録音ボタン

シンクロ録音に使用します。(20ページ)

オートスペースボタン

オートスペースとオートレディのオン/オフを切り換
えます。(15ページ)

スクロールボタン

このボタンを押すとディスクまたは曲のタイトルがス
クロール表示されます。(タイトルが付いている場合
のみ)

g

f

e

d

c

b

a

リモコンにしかないボタン

再生ボタン［y］

MDを再生します。

一時停止ボタン［J］

再生/録音を一時停止します。
もう一度押すと、一時停止が解除されます。

入力切換スイッチ

録音するときに、入力を切り換えます。(18ページ)

マルチジョグ

[オートサーチ/スピード.//、確定]
各種操作に使用します。マルチジョグを押すと各種設
定を保存/確定します。
再生中は選曲やスキップに使用します。

● リモコンのオートサーチ/スピードボタン（.//）

は、本体のマルチジョグを回したときと同じ働きをし
ます。

● リモコンの確定ボタン は、本体のマルチジョグを押

したときと同じ働きをします。

YESボタン

各種設定を保存/確定します。
● YESボタンは、タイトルを編集するとき(30ページ)以外

は、マルチジョグを押すことで代用できます。

編集ボタン

各種設定や編集に使用します。

プレイモードボタン

停止中に押すと再生のモードが変わります。(12、14
ページ)

表示ボタン

表示窓の表示を切り換えます。(35ページ)

取出しボタン［0］

MDを取り出すときに押してください。
録音/編集が終わったら、このボタンを押してMDを取
り出してください。

MD挿入口

電源を入にしないと、MDの出し入れはできません。

R

Q

P

O

N

M

L

H

L

K

J

I 録音レベル調節つまみ

アナログ録音のレベルを調節するときに使用します。

タイマースイッチ

市販のオーディオ用タイマーを接続すると、タイマー
再生/録音することができます。使用しないときは「切」
にしておいてください。

ピッチコントロールスイッチ

再生する時のピッチコントロールの「入/切」を切り
換えます。

キーボード端子

市販の日本語対応DOS/V用キーボード（PS/2）を
接続すると、選曲や編集、タイトル入力などキーボー
ドで行うことができます。(36ページ)

V

U

T

S
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リモコンの使用方法

電池の交換時期は…

操作範囲が狭くなったり、操作キーを押しても動作しない
場合は、2本とも新しい電池に交換してください。

電池についての注意

乾電池を誤って使用すると、液もれや破裂などの原因
となることがあります。以下の注意をよく読んで正し
くご使用ください。

●乾電池の+と_の向きを、電池ケースに表示されている

とおりに正しく入れてください。
●新しい乾電池と古い乾電池、または種類の違う乾電池を
混ぜて使用しないでください。

●乾電池は絶対に充電しないでください。
●長い間(1か月以上)リモコンを使用しないときは、
電池を取り出しておいてください。

●万一、液もれを起こしたときは、ケース内に付いた液を
よく拭き取ってから新しい電池を入れてください。

電池の入れ方

リモコン裏面のフタを外し、電池ケースの+と_表示に合わ

せて乾電池(単3形)2本を入れてください。

・リモコン（RM-SXMD250） 1個

・単3形乾電池（リモコン動作確認用） 2本

・ピンプラグコード 2本

・キーボード用テンプレート 1枚

リモコンの先端を本体に向けて操作します。操作可能な距
離は本体のリモコン受光部より7mです。

使用上の注意

●リモコン受光部に直射日光や照明の強い光が当たってい
ると、リモコン操作ができないことがあります。

●本機のリモコンを操作すると、赤外線によりコントロール
する他の機器を誤動作させることがありますのでご注意
ください。

Q

付属品
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入出カ端子 [アナログ入力/出力]

アンプのMD入出力端子に接続します。付属のピンプ
ラグコードの白色のプラグを白(L)端子に、赤色のプ
ラグを赤(R)端子に接続してください。
プラグはしっかりと差し込んでください。また、電源
コードやスピーカーコードと一緒に束ねないでくださ
い。音質の低下や雑音の原因になります。

デジタル光入出力端子

[デジタル入力/出力]

本体裏面または前面のデジタル光入出力端子を、CDプ
レーヤー、MDデッキ、D/Aコンバーターなどのデジ
タル光端子と別売りの光デジタルケーブルで接続して
ください。

● 光ケーブルを接続するときは、接続端子のキャップの
左右を指先でつまんで外してください。使用しないと
きはキャップをつけておいてください。

電源コード

家庭用コンセントに接続してください。

交流100ボルト以外の電圧で使用しないでください。
火災・感電の原因になります。

電源コードの抜き差しは、必ずプラグを持って行ってく
ださい。

C

B

A

Q

Q

バックアップ機能
電源コードを接続した状態で5分ほど経過すると、バックア
ップ回路が充電されてバックアップ機能が働くようになり、
各種の設定を記憶します。
電源コードを抜いた状態で3日以上放置すると、メモリー
（記憶内容）は消去されます。

接　続

DIGITAL OUT
(OPTICAL)

DIGITAL IN
(OPTICAL)

LL RR

PLAYREC
 MD / TAPE

A B

C

本体前面

B

●全ての接続が終わってから電源プラグを家庭用コンセン
トに差し込んでください。

●接続する機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接
続してください。

Q 接続時の注意

光デジタルケーブル
（別売り）
XN-110SAなど

光デジタルケーブル
（別売り）
XN-110SAなど

ピンプラグコード
（付属品）
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電源ボタンを押して電源を入れる。1

MDを入れる。

MDのラベル面を上にして、矢印の向きに入れてくだ
さい。

2

再生ボタン(y)を押す。

yが点灯し、曲にタイトルが付いている場合は曲名が

スクロール表示されたあと、時間表示になります。
一曲目から再生が始まります。

3

一時停止するには

一時停止ボタン(J)を押すと一時停止状態になり、表

示窓のJが点灯します。一時停止ボタン(J)または再

生ボタン(y)を押すと、再び再生を始めます。

B

再生を止めるには

停止ボタン(H)を押すと再生が停止します。

A

再　生

MDがセットされていない場合は、"NO DISC"が表
示されます。

"Disc Loading"、"TOC Reading"を表示したあと、
MDに名前が付いている場合はディスク名を表示して
から総曲数と総再生時間を表示します。

● ミュージックカレンダーには20曲まで表示され、再
生が終わった曲から曲番が消えていきます。

● MDの総曲数が20曲を超える場合は"OVER"が点灯し
ます。

● リモコンのスクロールボタンを押すと、ディスク名ま
たは曲名をスクロール表示したあと、元の表示に戻り
ます。

● 表示ボタンを押すと表示窓の表示が切り替わります。
（35ページ）

2

31 A

C D E

B

ミュージックカレンダー

総曲数 総再生時間

再生中の曲番 再生中の曲の経過時間

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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再
生

MDを取り出すには

取出しボタン(L)を押してください。再生が停止し、

MDが出てきます。

C

聴きたい部分を探すには(サーチ)

再生中にサーチボタン(m/,)を押したままでいる

と、早送り/早戻しができます。聴きたい部分が見つ
かったら指を離してください。

D

● "＋10"を押したあと、5秒以内に次の数字キーを押し
てください。曲番の点滅中に選曲を中断したいときは、
停止ボタン(H)またはクリアボタンを押してください。

● 一時停止中に操作すると、選んだ曲の頭で一時停止状
態になります。

● プログラム再生のモードおよびシャッフル再生のモー
ドでは操作できません。

● "TOC Reading"の表示中にそのディスクに存在しな
い曲番を押すと、一番最後の曲が再生されます。

リモコンで再生したい曲を選ぶには

停止中または再生中にリモコンの数字キーで曲番を
押すと、その曲からダイレクトに再生が始まります。

F

好きな曲から再生するには(スキップ)

再生中にマルチジョグ(.//)を回すと、前または

後ろの曲にスキップして再生を始めます。希望する曲
番になるまで、続けて操作してください。

E

● 停止中および一時停止中は、曲番を選んでから再生ボ
タン(y)またはマルチジョグを押すと再生が始まりま

す。
● 再生中は、マルチジョグを.の方向に一回回すと再

生中の曲の頭に戻ります。それより前の曲を再生した
いときは、マルチジョグを続けて回してください。

● プログラム再生中は、プログラムされた順番に前また
は後ろの曲にスキップします。

● 最初の曲の再生/停止中に左に回すと、最後の曲にス
キップします。また、最後の曲の再生/停止中に右に
回すと、最初の曲に戻ります。

● リモコンの場合はオートサーチ/スピードボタン
(.//)を押してください。

曲番 7：�

曲番 12：�

曲番 20：�

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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プログラム再生

曲番を選び終わったら再生ボタン(G)を

押す。

プログラム再生が始まります。

3

停止中にプレイモードボタンを押して

プログラム再生のモードにする。

プレイモードボタンを押すたびに再生のモードが変わり
ます。プログラム再生を選んでください。

1

曲番を選ぶ。

リモコンの数字キーを押すと、その曲番がプログラム
されます。

2

プログラム再生のモードにすると"PROGRAM"表示が
点灯します。

● 本体のマルチジョグでもプログラムできます。マルチ
ジョグを回して曲番を選んでから、マルチジョグを押
してください。マルチジョグを押す前に停止ボタン(H)

を押すと、その曲はプログラムされません。
● 間違えてプログラムした場合、リモコンのクリアボタ

ンを押すと最後にプログラムした曲だけが削除されま
す。

聴きたい曲を聴きたい順に、25曲までプログラム（予約）
して再生することができます。

●再生中はプログラムできません。
●プログラム再生中は、シャッフル再生をすることはでき
ません。

選んだ曲番

プログラムした曲の再生時間の合計

プログラム番号(1～25)

SHUFFLE MODE�
(シャッフル再生)

PGM MODE�
(プログラム再生)

CONTINUE�
(通常の再生)

（本体）

（本体）

（本体）

プレイモード�

オートサーチ/スピード�クリア�

リピート�

数字キー�

再生�

停止�

一時停止�
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再
生

停止中にプレイモードボタンを押してプログラム再生
のモードを解除すると、全てのプログラム内容が消去
されます。

取出しボタン(L)を押した場合、または停止中に停止ボ

タン(H)を押した場合は、プログラム再生のモードは解

除されませんが、プログラム内容は消去されます。

電源を切っても、プログラム再生のモードは解除しま
せん。プログラム内容も保持されます。

●25曲までプログラムできます。25曲を超えると"PGM
Full !"が表示されます。

●プログラムした曲の再生時間の合計が599分59秒以
上になると、"---m --s"が表示されます。

●1曲もプログラムされていない状態で再生ボタン(y)

を押すと、プログラム再生のモードを解除してディス
クの1曲目から通常の再生が始まります。

プログラムに曲を追加するには

停止中にリモコンの数字キーで希望の曲番を選ぶと、
プログラムの最後に曲が追加されます。

B

プログラムの一部を削除するには

停止中にリモコンのクリアボタンを押すと、最後にプ
ログラムした曲だけが削除されます。

C

プログラムしたあと、リモコンのリピートボタンを押
して全曲リピートにすると、プログラムした曲がくり
返し再生されます。

全てのプログラム内容の消去D

プログラムした曲をリピート再生するにはE

● プログラムの途中に曲を追加することはできません。

プログラムした内容を確認するには

一時停止ボタン(J)を押して一時停止状態にしてから、

オートサーチ/スピードボタン(/)またはマルチジョ

グを使ってスキップするたびに、プログラムした内容
が順番に表示されます。確認が終わったら、停止ボタ
ン(H)を押してください。

A

（本体）

（本体）
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シャッフル再生

シャッフル再生のモードで再生すると、収録順に関係なく
ランダム（無作為）に再生されます。

●シャッフル再生中にマルチジョグを/の方向に一回回

すと、次の曲がランダムに選択されます。.の方向に

回すと、現在の曲の頭に戻ります。既にシャッフル再生
が終わった曲には戻れません。

●シャッフル再生を中断したいときは、停止ボタン(H)また

は取出しボタン(L)を押してください。

●電源を切っても、シャッフル再生のモードは解除されま
せん。シャッフル再生のモードを解除したいときは、停
止中にプレイモードボタンを2回押してください。

停止中にプレイモードボタンを押すたびに再生のモードが
変わります。シャッフル再生を選んでください。

SHUFFLE MODE�
(シャッフル再生)

PGM MODE�
(プログラム再生)

CONTINUE�
(通常の再生)

リピート再生

リモコンのリピートボタンを押すたびに、リピート再生のモ
ードが変わります。

■一曲リピート[REPEAT 1]

再生中にリピートボタンを押して"REPEAT1"を選ぶ
と、再生中の曲がくり返し再生されます。
一曲リピート再生中に他の曲を選ぶと、その曲のくり
返し再生に変わります。

● "REPEAT"と"SINGLE"が点灯します。
● 停止中に一曲リピートに設定してから曲番を選んで

再生すると、その曲がくり返し再生されます。
● シャッフル再生のモードまたはプログラム再生のモー

ドのときは、一曲リピートはできません。

■全曲リピート[REPEAT ALL]

MDの全ての曲をくり返し再生します。
シャッフル再生のモードと組み合わせると、ディスク
の全曲のシャッフル再生をくり返します。
プログラム再生のモードと組み合わせると、プログラ
ムした曲がくり返し再生されます。

● "ALL"と"REPEAT"が点灯します。

REPEAT 1REPEAT ALL

REPEAT OFF(オフ)

● 電源を切っても、リピート再生のモードは解除されま
せん。リピート再生のモードを解除したいときは、リ
ピートボタンを押して"REPEAT OFF"を選んでくだ
さい。

（リモコン）
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再
生

再生するとき便利な機能

オートスペースがオンのときは"A.SPACE"が点灯します。
オートスペースをオンにすると、曲と曲の間に約4秒間のス
ペースを入れて再生します。テープなどに録音するときに
この機能を使うと、テープの頭出しに便利です。
●オートキューとオートスペースは同時には使用できません。

停止中または再生中にリモコンのオートスペースボタンを
押すたびに、オートスペースとオートレディのオン/オフが
切り換わります。
●電源を切っても、設定は変わりません。
●オートスペース機能とオートレディ機能を同時に使うこ
とはできません。

オートレディがオンのときは"A.READY"が点灯します。
一曲再生したあとに、次の曲の始まりを検出すると一時停
止します。一時停止中に再生ボタン(y)または一時停止ボ

タン(J)を押すと、次の曲を再生して、また一時停止します。

停止中にマルチジョグ【またはリモコンのオートリサーチ/
スピードボタン（.//）】で曲番を選ぶと、選んだ曲

の頭で一時停止します。

一曲再生後に一時停止するには
(オートレディ)

曲間にスペースを入れて再生する
には(オートスペース)

A-Bリピート再生

ある特定の部分をくり返し再生することができます。

MDを再生し、くり返しを始めたい部分(A点)になったらリ
モコンのA-Bボタンを押します。("REPEAT"が点灯し、"A-
B"が点滅します)

● B点を指定したあとにA-Bボタンまたはリピートボタン
を押すと、A-Bリピートは解除されて通常の再生になり
ます。

●以下のボタンを押すと、A-Bリピートは解除されます。

電源スイッチ
A-Bボタン
リピートボタン
停止ボタン(H)

取出しボタン(L)

オートサーチ/スピードボタン(.//)

数字キー

また、マルチジョグを回してもA-Bリピートは解除されます。

終了したい部分(B点)でもう一度A-Bボタンを押すと、指定
した部分(A-B)がくり返し再生されます。("REPEAT"と"A-
B"が点灯します)

●シャッフル再生のモードまたはプログラム再生のモード
のときは、曲番をまたいでB点を設定することはできま
せん。
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停止中または再生中に編集ボタンを押して

"AUTO CUE ?"を選ぶ。

編集ボタンを押すたびに表示が変わります。

1

YESボタンまたはマルチジョグを押す。

"A_CUE＞OFF"が表示されます。

2

マルチジョグを回して検出レベルを選ぶ。

リモコンの場合はオートサーチ/スピードボタンを押
してください。
オートキューがオンのときは、"A.CUE"が点灯します。
オートキューを使わないときは、OFFを選んでください。

3

マルチジョグを押す。

設定が保存されます。

4

● 中断したい場合は、停止ボタン(H)または編集ボタン

を押してください。

－54dB －60dB －66dB －72dB

OFF(オフ)

オートキュー

曲の始まりではなく、音の立ち上がり位置で一時停止状態
にする機能です。
再生を始めてから、設定した検出レベルより大きな音を検
出すると、一時停止状態になります。 ● 音の立ち上がり位置で一時停止する直前に、デジタル

出力端子からクリック音が出力されることがあります
が、これは音を検出しているときの音で、故障ではあ
りません。

● オートキューがオンのときは、停止中にマルチジョグ
【またはリモコンのオートサーチ/スピードボタン
(.//)】で曲番を選ぶと、オートキュー動作に入

ります。

● オートキューとオートスペースは同時には使用できま
せん。
オートキューがオンのときにオートスペースボタンを
押すと、オートレディのオン/オフだけが表示されま
す。
オートスペースがオンのときにオートキューをオンに
すると、オートスペースとオートレディは自動的にオ
フになります。

● オートキューはSPモードで録音された曲に限り機能
します。他のモードで録音された曲の場合は、オート
レディと同じく曲の頭で一時停止状態になります。

● オートキューのポイントから±1フレーム(±64ms)
ずれることがあります。頭の音が欠ける場合は、検出
レベルを下げてください。

1

3
4

2

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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再
生

ピッチコントロール

MDを再生するときに、ピッチ(音程)を変えることができます。

停止中または再生中に編集ボタンを押して

"Pitch ?"を選ぶ。

編集ボタンを押すたびに表示が変わります。

2

YESボタンまたはマルチジョグを押す。3

マルチジョグを回して数値を変更する。

リモコンの場合はオートサーチ/スピードボタンを押
してください。±12％の範囲で、0.1%刻みで設定で
きます。

4

● 設定が終わったあと、マルチジョグを押すと通常の表
示に戻ります。

● 停止中にピッチコントロールの数値を変更した場合は、
再生を始めると通常の表示に戻ります。
再生中にピッチコントロールの数値を変更した場合は、
その曲の再生が終わると通常の表示に戻ります。

● ピッチコントロールを使用しないときは、ピッチコン
トロールスイッチを「切」にしてください。

● 再生専用のピッチコントロールです。MDに録音する
ときは、ピッチコントロールスイッチが「入」になっ
ていても機能しません。

● 再生中にピッチコントロールスイッチを「入」にする
と、一瞬音が途切れます。

● SPモード、LP4モードで録音された曲に限りピッチ
コントロールできます。LP2モードで録音された曲は
ピッチコントロールできません。

● ピッチを変えると、再生の速度も変化します。

ピッチコントロールスイッチを「入」にする。1

2

4

31

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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入力切換スイッチで入力を切り換える。

● 入力切換スイッチはゆっくりまわしてください。

3

● 途中まで録音してあるMDを入れた場合は、録音済み
の部分の終わりから続けて録音されます。

録音ボタン(>)を押す。

録音待機状態になり、Jと"REC"が点灯します。

6

録　音

電源スイッチを押して電源を入れる。1

録音用のMDを入れる。

MDのラベル面を上にして、矢印の向きに入れてくだ
さい。

2

MDがセットされていない場合は、"NO DISC"が表
示されます。

28

9 361

754

アナログ入力
：アナログ入力端子に接続した機器から録音するとき

デジタル入力 1
：デジタル入力 1端子と光ケーブルで接続した機
器から録音するとき

デジタル入力 2
：本体前面のデジタル入力 2端子と光ケーブルで
接続した機器から録音するとき

"REC MODE ?"を選ぶ。

編集ボタンを押すたびに表示が変わります。"REC
MODE ?"が表示されているときに、マルチジョグま
たはYESボタンを押してください。

4

● "RECMODE"は、録音用のMDが入っているときに限
り表示されます。

● "REC MODE"は停止中または録音待機中に表示され
ます。録音中は表示されません。

マルチジョグで録音モードを選ぶ。

マルチジョグを回して録音モードを選んでから、マル
チジョグを押してください。
リモコンの場合はオートサーチ/スピードボタン
(.//)と確定ボタンで選んでください。

5

最長80分のステレオ録音
最長160分のモノラル録音
最長160分のステレオ録音(2倍長時間録音)
最長320分のステレオ録音(4倍長時間録音)

● 上記は80分ディスクを使用した場合の録音時間です。

SP：
MONO：
LP2：
LP4：

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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録
音

録音レベルを調節する。(アナログ入力の場合)

録音するソースの音を出し、音が最も大きい時にピー
クレベルメーターの"OVER"の部分が点灯しないよう
に、録音レベルつまみを回して調節してください。

8

曲番の付け方を選ぶ。(オートトラック)

編集ボタンとマルチジョグを使って、オートトラック
のオンまたはオフを選んでおいてください。
(21ページ)

7

● デジタル入力でCDなどを録音する場合、通常は録音
レベルを調節する必要はありませんが、±6dBの範囲
でデジタル録音レベルを調節することができます。(21
ページ)

● 録音モードがMONOの場合、Lchのレベルメーターの
み点灯いたします。

録音を始める。

アンプを経由して録音する場合は、アンプのREC
SELECTORを録音するソースにしてください。

本機の再生ボタン(y)を押してから録音するソースを再

生し、録音を始めてください。

9

録音中および"UTOC Writing"の点滅中は、録音した内
容をディスクに記録していますので、電源プラグをコン
セントから抜いたり、本機を揺らしたりしないでくださ
い。録音内容を正しく記録できなくなります。

録音したあと、ディスクを入れたままで電源を切ると、
UTOCを記録できません。電源を抜いた状態で3日以
上放置すると、録音した内容が消失する恐れがありま
すので、録音が終わったら必ず取出しボタン(L)を押

してディスクを取り出してください。

録音が終わったら
停止ボタン(H)を押して録音を停止してから、取出し

ボタン(L)を押すと、"UTOC Writing"が点滅し、

UTOCがディスクに記録されます。

録音を一時停止するには

一時停止ボタン(J)を押すと一時停止状態になり、デ

ィスプレーのJが点灯します。再び録音を始めるには、

一時停止ボタン(J)または再生ボタン(y)を押してく

ださい。

● 録音を一時停止するたびに、曲番が付きます。

● 録音中に録音ボタン(>)を押すと、曲番が付きます。

● デジタル接続でCDの一曲をリピート再生して録音す
る場合、曲番が付かないことがあります。録音後に編
集するか、曲が始まる度に録音ボタン(>)を押して曲

番を追加してください。
● デジタル接続でMDの録音を開始した後にCDの再生を

始めた場合、不要な曲番が付いてしまうことがありま
す。録音後に編集して削除するか、CDシンクロ録音
を行ってください。

● 録音中に入力切換スイッチまたは録音モードを切り換
えると、録音待機状態になります。

●表中ボタンを押すと。表示窓の表示が切り替わります。
（35ページ）

録音モード(SP、MONO、LP2、LP4)

録音経過時間

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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19ページの のあと、または録音レベルなどの設定を終
えた段階でシンクロ録音ボタンを押すと、シンクロ録音待
機状態になり、 が点灯します。
録音するソースを再生し、ある一定のレベル以上の入力を
検出すると、シンクロ録音を開始します。
録音中に無音状態が約5秒続くと、録音待機状態になります。

●シンクロ録音中にシンクロ録音ボタンを押すと、通常の
録音になります。また、通常の録音中にシンクロ録音ボ
タンを押すと、そこからシンクロ録音になります。

●シンクロ録音中に一時停止ボタン(J)を押して録音を一時

停止すると、シンクロ録音は解除されます。

●シンクロ録音中に録音ボタンを押して曲番を追加しても、
シンクロ録音は解除されません。

●ソースの再生が終わって無音状態が5秒以上続くと、本機
は録音待機状態になります。停止ボタン(H)を押して録音

を終了してください。

●小さな音から始まる曲や、雑音のあるソースを録音する
ときは、シンクロ録音ではうまく録音できないことがあ
ります。

●シンクロ録音機能を使って録音すると、一曲あたりの長
さ(再生時間)が一致しないことがあります。

8

シンクロ録音

MDがセットされていない状態で録音ボタンを押すとモニタ
ー状態になり、入力切換スイッチで選択されている機器の
音をモニターすることができます。

●モニターを終了するときは、停止ボタン(H)を押してくだ

さい。また、ディスクを挿入すると、モニター状態は解
除されます。

●録音モードが"MONO"になっていても、ステレオで出力
されます。

接続している機器の音を聴くには

（リモコン）

録音するとき便利な機能
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録
音

録音待機中または録音中に、編集ボタンで"A_TRACK"を表
示させてからマルチジョグを押すと設定を変更できる状態
になります。
マルチジョグを回してON

オ ン

またはOFF
オ フ

を選んでからマルチジ
ョグを押して終了してください。

オートトラックがオフのときは、録音中、曲番を付けたい
ところで録音ボタンを押して曲番を付けてください。

●オートトラックがオンのときでも、録音中に録音ボタン
を押すと曲の途中に曲番を追加することができます。

●録音後に曲番を付けたいときは、編集操作で曲を分割し
てください。（28ページ）

●デジタル接続で、一曲をリピート再生して録音すると、
曲番が正しく付かないことがあります。

●オートトラックを使って録音すると、一曲当たりの長さ
(再生時間)が一致しないことがあります。

●デジタル再生機器によっては、曲番の情報をデジタル出
力しないものがあります。そのような機器からデジタル
接続で録音すると、曲番が正しく付かないことがありま
す。

●雑音のあるソースや、クラシックなど曲間に非常に音の
小さな部分があるソースを録音する場合、うまく曲番を
付けられないことがあります。その場合は録音後に編集
してください。

●オートトラックの設定は、電源を切って放置しても、半
永久的に保持されます。

オートトラック [A_TRACK]
オートトラックをオンにすると、録音中に自動的に曲番を
付けることができます。デジタル信号で曲の変わり目を検
出した場合や、入力信号が4秒以上続けて一定のレベル以下
になったあとに次の曲が始まった場合に、自動的に曲番を
更新します。

デジタル録音レベル
デジタル入力でCDなどを録音する場合、通常は録音レベル
を調節する必要はありませんが、±6dBの範囲でデジタル
録音レベルを調節することができます。

録音待機中に編集ボタンで"D-LEV 0.0dB"を表示させて
からマルチジョグを押すと、設定を変更できる状態になり
ます。
マルチジョグを回して設定を変更したら、マルチジョグを
押して終了してください。

●±6dBの範囲で、0.5dB刻みに設定できます。
●電源を切ると、デジタル録音レベルは0dBにリセットさ
れます。

（リモコン）
（リモコン）
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録音するときの注意

以下の表示が出た場合は録音できません。

停止ボタン(H)を押して表示を消してから、原因を取り除

いてください。

"Disc Full !!"
MDがいっぱいです。不要な曲を消去するか、別の
MDを使用してください。

"Protected !!"
誤消去防止状態になっています。MDの誤消去防止
つまみをスライドさせて孔をふさいでください。

再生専用のMDには録音できません。録音用のMD
を使用してください。

"D-IN UNLOCK !"
デジタル入力1または2に機器が接続されていない
状態、または接続した機器の電源が入っていないと
きに入力切換スイッチでデジタル入力1または2を
選ぶと、表示されます。接続した機器の電源を入れ
るか、アナログ入力を選んでください。

"Cannot Copy !"
シリアルコピーマネージメントシステムで制限され
ているため、デジタル録音はできません。アナログ
入力で録音してください。

デジタル入力されている信号がオーディオ信号では
ないため、録音できません。

デジタル録音するときのルール

シリアルコピーマネージメントシステム

本機は、シリアルコピーマネージメントシステム(SCMS)
の規格に準拠したデジタルオーディオ機器です。この規
格は、各種デジタルオーディオ機器の間で、「デジタル信
号をデジタル信号のまま録音すること(コピー)」を「1世
代まで」と規制したものです。以下の原則があります。

「CD、MDなど市販のデジタル音楽ソフト」や、「アナロ
グレコードやFM放送などをデジタル録音したもの」のコ
ピーはできますが、コピーのコピーはできません。

オートサンプリングレートコンバーター

一般のデジタルオーディオには、次の3種類のサンプリ
ング周波数が使われています。

CS/BS放送やDATなど、MDと異なるサンプリング周波
数(FS)のソースや、ピッチコントロールのかかったデジ
タル信号が入力された場合、本機はそれぞれのサンプリ
ング周波数を44.1kHzに自動変換して録音します。また、
CDやMDなど、44.1kHzのソースを録音するときは、サ
ンプリングレートコンバーターを使わずに録音します。
これにより、サンプリング周波数が32kHz～48kHzの
ソースを、切り換え操作なしに高音質なデジタル信号の
まま録音することができます。

(DAT：Digital Audio Tape)

48kHz ： DATの標準モード、衛星放送のBモードなど
44.1kHz：DATの標準モード、CD、MDなど
32kHz ：DATの標準および長時間モード、

衛星放送のAモードなど

XM-D250和文取説改訂  03.6.30  2:46 PM  ページ22



23

編
集

編集

録音した曲を、消したり移動したり分割したりして編集す
ることができます。また、ディスク名や曲名を付けること
もできます。(再生専用のMDは編集できません)

●シャッフル再生のモードおよびプログラム再生のモード
では編集できませんので、本体またはリモコンのプレイ
モードボタンを押して通常の再生モード(CONTINUE)に
しておいてください。

●MDが誤消去防止状態になっていると編集できません。そ
のディスクを編集したい場合は、MDの誤消去防止つま
みをスライドさせて孔をふさいでください。

●LP4で録音した曲を編集(DIVIDE, COMBINE)すると、
分割した部分や繋ぎ目の部分でのみ、左右のチャンネル
間で若干の音漏れをすることがあります。

編集結果を取り消すには[UNDO]

間違って編集してしまった場合、最後に行った編集を取り
消すことができます。取り消した後は、始めから編集作業
をやり直してください。

注意
以下の場合は、編集結果を取り消すことはできません

編集後にMDを取り出した場合
編集後に他の編集作業を行った場合
編集後に録音した場合

"Disc Error !"が表示されたら

正常なはずのMDで"Disc Error !"が表示された場合は、
MDを入れ直してみてください。

● "Disc Error !"が表示された場合、MDの内容を全て消
去することはできますが、編集結果を取り消すことはで
きません。

停止中に編集ボタンを押して

"UNDO ?"を選ぶ。

1

編集ボタンを押すたびに表示が変わります。
"UNDO?"が表示されるまでくり返し押してください。

● 編集結果を取り消しできないときは、"UNDO ?"は
表示されません。

YESボタンを押す。2

"Undo OK ?"が表示されます。

● 中断したい場合は、停止ボタン(H)または編集ボタン

を押してください。

もう一度YESボタンを押す。3

"COMPLETE"が表示されて、編集結果が取り消され
ます。

● 録音結果は取り消しできません。
● 取り消したものを元に戻すことはできません。

"UTOC Writing"が表示されているときは

編集した内容をMDに記録していますので、電源プラグ
をコンセントから抜いたり、本機を揺らしたりしない
でください。編集内容が正しく記録できなくなります。

編集が終わったら
録音/編集すると、 が点灯します。取出しボ
タン(L)を押してMDを取り出すと、録音/編集した内

容がMDに記録されて　　　　　 が消灯します。

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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YESボタンを押す。2

"COMPLETE"が表示されて、ディスクの全曲が消去
されます。
消去が終わると、"Blank Disc"が表示されます。

● "COMPLETE"の表示中は、取出しボタン(L )や

電源スイッチを押さないでください。編集作業が中断
されてしまうことがあります。

停止中に編集ボタンを押して"ERASE

DISC ?"を選ぶ。

1

"Sure ?"(本当に実行して良いですか?)が表示されます。

● 編集を中断したい場合は、停止ボタン(H)または編集

ボタンを押してください。

編集ボタンを押すたびに表示が変わります。"ERASE
DISC ?"が表示されるまでくり返し押してください。

もう一度YESボタンを押す。3

全ての曲を消去するには　[ERASE DISC]

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）

XM-D250和文取説改訂  03.6.30  2:46 PM  ページ24



25

編
集

停止中または再生中にマルチジョグを回し

て、消去する曲番を選ぶ。

1

A B C D E

 No.1          2           3             4                 5

A B D E F

 No.1          2                  3                4            5

ERASE

例：曲番3を消去する場合 YESボタンを押して曲番を確定する。3

"COMPLETE"が表示されて、選択した曲が消去され
ます。

● "COMPLETE"の表示中は、取出しボタン(L )や

電源スイッチを押さないでください。編集作業が中断
されてしまうことがあります。

● 複数の曲を消去するときは、 ～ をくり返してく
ださい。

41

編集ボタンを押して"ERASE TRK?"を選

ぶ。

2

"Track OK ?"が表示されます。

● 編集を中断したい場合は、停止ボタン(H)または編集

ボタンを押してください。

編集ボタンを押すたびに表示が変わります。"ERASE
TRK ?"が表示されるまでくり返し押してください。

もう一度YESボタンを押す。4

一曲だけ消去するには　[ERASE TRK]

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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A

A

B

B

C

C

D E

ED

 No.1          2           3             4                 5

  No.1          2             3                4           5

MOVE

編集ボタンを押して"MOVE?"を選ぶ。2

曲を移動するには [MOVE]

例：曲番1から曲番4に移動する場合

移動先を選ぶ。

マルチジョグを回して移動先の曲番を選んでください。

4

YESボタンを押す。3

"COMPLETE"が表示されて、選択した曲が移動され
ます。

● "COMPLETE"の表示中は、取出しボタン(L )や

電源スイッチを押さないでください。編集作業が中断
されてしまうことがあります。

移動先の曲番が点滅します。

● 編集を中断したい場合は、停止ボタン(H)または編集

ボタンを押してください。

編集ボタンを押すたびに表示が変わります。"MOVE?"
が表示されるまでくり返し押してください。

YESボタンまたはマルチジョグを押す。5

停止中または再生中にマルチジョグを回し

て、移動したい曲番を選ぶ。

1

（リモコン）

（リモコン）
（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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編
集

連続した2つの曲を一つにつなぐことができます。つながれ
た曲の曲番と曲名は削除され、一つ目の曲の曲番と曲名が
付きます。
それ以降の曲の曲番は自動的に更新されます。

● 録音モード(18ページ)が異なる曲をつなげることはで
きません。"cannot EDIT" が表示されます。

曲をつなぐには [COMBINE]

例：曲番5を曲番6とつなげる場合。

停止中または再生中にマルチジョグを回し

て、つなぎたい曲番を選ぶ。

1

"COMPLETE"が表示されて、曲がつながります。

● "COMPLETE"の表示中は、取出しボタン(L )や

電源スイッチを押さないでください。編集作業が中断
されてしまうことがあります。

編集ボタンを押して"COMBINE ?"を選

ぶ。

2

編集ボタンを押すたびに表示が変わります。
"COMBINE ?"が表示されるまでくり返し押してくだ
さい。

もう一度YESボタンを押す。4

選択した曲番が、一つ前の曲とつながれます。
たとえば曲番5と6をつなげる場合は、曲番6を選んで
ください。

● 曲番1を選択しても、つなげることはできません。

YESボタンを押す。3

"Rehearsal"を表示し、つなぎ目の部分がくり返し再
生されます。

● 編集を中断したい場合は、停止ボタン(H)または編集

ボタンを押してください。

A B C

C

D

D

E

 No.4          5           6             7                 8

A B E

 No.4               5                     6                 7          

COMBINE

（リモコン）
（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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A B C D

 No.1          2                      3                     4 

A B C D E

 No.1          2           3             4                 5

DIVIDE

例：曲番3を分割する場合

一つの曲として録音されたものをいくつかに分割すること
ができます。アナログ録音したMDなどで、一つの曲番に複
数の曲が録音されているときや、曲の途中で頭出しのため
の曲番を付けたいときに、この機能が使えます。分割した
ところよりあとの曲には、連続した新しい曲番が付きます。
リハーサル機能を使うと、分割する位置を正確に指定でき
ます。

曲を分割するには [DIVIDE]

音を聴きながらマルチジョグを回して調節してくださ
い。リモコンの場合は、オートサーチ/スピードボタン
(.//)で調節してください。

● マルチジョグを回すと、 でYESボタンを押した位
置の前後を、オフセット－128～＋127の範囲で調
節できます。
±1は録音モードによって変わります。SPでは約0.06
秒、MONOおよびLP2では約0.13秒、LP4では約
0.26秒です。

● 編集を中断したい場合は、停止ボタン(H)または編集

ボタンを押してください。

2

分割したい曲の再生中または一時停止中に

編集ボタンを押して、"DIVIDE ?"を選ぶ。

1

分割したいところでYESボタンを押す。2

編集ボタンを押すたびに表示が変わります。"DIVIDE
?"が表示されるまでくり返し押してください。

"Point OK ?"と"Rehearsal"を交互に表示し、分割
する位置より後の4秒間がくり返し再生されます。

リハーサルする必要がない場合は、 に進んでくだ
さい。

4

リハーサル機能を使って分割する位置をマ

ルチジョグを回して調節する。

3

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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編
集

"COMPLETE"が表示されて、曲をふたつに分割し、2
曲目の頭から再生を続けます。一時停止中だった場合
は、2曲目の頭で一時停止します。

● "COMPLETE"の表示中は、取出しボタン(L )や

電源スイッチを押さないでください。編集作業が中断
されてしまうことがあります。

● 分割した曲の間にブランク(無録音部分)は入りません。
● MDのシステム上の制約により分割できないことがあ

ります。
● 分割する曲にタイトルが付いていても、分割した後半

の曲にはタイトルが付きません。
● 曲の出だしでは分割できません。

YESボタンを押す。4

曲を分割する［DIVIDE］（28ページ）1

曲を消去する［ERASE TRK］（25ページ）2

曲をつなぐ［COMBINE］（27ページ）3

"DIVIDE"、"ERASE TRK"、"COMBINE" を組み合わせるこ
とで、曲の中の一部分だけを消去することができます。

例：曲番2の一部分を消去する場合

曲の一部分だけ消去するには

A B C

A D E

 No.1

 No.1

2 3

2 3 4 5

B C

DIVIDE

消去したい部分�

A D E

A D E

 No.1

 No.1

2 3

2 3 4

B

CB

ERASE

A D E

A D E

 No.1

 No.1

2 43

2 3

B

B

COMBINE

（リモコン）
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タイトルの編集

カタカナ、アルファベットの大文字と小文字、数字、記号
を使って、曲やMDにタイトルを付けることができます。タ
イトルは再生中に表示され、このタイトルで曲を探すこと
もできます。

マルチジョグを回して編集モードを選ぶ。3

DSC : ディスクにタイトルを付けるとき
001～ : 表示された曲番の曲にタイトルを付ける

とき
AINC : ディスクと全ての曲にタイトルを付ける

とき(Auto Increment)

マルチジョグを回すと、表示窓の点滅部分の表示は以
下のように変わります。

YESボタンを押す。2

停止中、再生中または録音中に編集ボタン

を押して"TITLE ?"を選ぶ。

1

● 編集を中断したい場合は、停止ボタン(H)または編集

ボタンを押してください。

編集ボタンを押すたびに表示が変わります。
"TITLE ?"が表示されるまでくり返し押してください。

● リモコンの場合は、タイトル編集ボタンを押して に
進んでください。

3

（リモコン）�

（リモコン）

（リモコン）
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編
集

表示ボタンで入力する文字の種類を選ぶ。5

YESボタンを押す。4

"DSC>_"または"001(曲番)>_"が表示されます。

文字を入力する。

マルチジョグを回して文字を選んでから、マルチジョ
グを押すと、文字が入力されてカーソルが一つ右に移
動します。
タイトルの文字を全部入力するまでこの操作をくり返
してください。

6

(記号　: ; < = > ?@ ! " # $%& ' (  ) * + , - . / _ ` )

ア  イ         ワ   ン           ヲ   ァ�

�

/   .     －     ,    ッ   ョ�

CAPS：アルファベット大文字�

表示なし：アルファベット小文字�

カタカナ�

数字 (0～9)記号�

数字 (0～9)記号�

●「カタカナ」の と は、カ行やハ行など濁音や
半濁音にできる文字が入力された場合に限り、その右
隣りのスペースに入力できます。

● サーチボタン（m/,）を押すとカーソルが左右

に移動し、表示窓の表示がスクロールします。文字を
選んだあと、マルチジョグを押さずにサーチボタンで
カーソルを移動することもできます。

大文字の"T"を入力する場合

カーソル

カーソルが右に移動

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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タイトルの編集（つづき）

タイトルに使える文字数

一枚のMDにつき最大1700文字、一曲につき100文字
まで入力できます。スペースも一文字として数えます。カ
タカナを使用した場合は、一文字あたりのデータ量が大
きいため、入力できる文字数は少なくなります。タイト
ルを削除するときは、既存のタイトルの上にスペースを
上書きするのではなく、デリートボタンまたはクリアボ
タンで削除してください。

● 入力した文字を修正するときは、サーチボタン
(m/,)で修正したい位置までカーソルを移動して、

文字を選び直してください。

● 編集ボタンまたはリモコンのデリートボタンを押すと、
一文字ずつ削除できます。

● 途中で文字の種類を変えるときは、表示ボタンまたは
リモコンのキャラクターボタンを押してください。

● 入力した文字列の途中にスペースを挿入したい場合は、
リモコンのインサートボタンを押すか、マルチジョグ
を3秒以上押し続けると、スペースが入ります。

● 編集を中断したい場合は、停止ボタン(H)またはリモ

コンのタイトル編集ボタンを押してください。

● 再生中に編集していた場合は、リモコンのタイトル編
集ボタンを押すか、編集ボタンを3秒以上押し続ける
と、再生を止めずに編集作業を中断できます。

● AINCで最後の曲までタイトルを付けた場合は、最後
の曲に付けたタイトルだけが取り消しできます。

● AINCを中断した場合は、中断する前の曲までタイト
ルが保存されます。編集結果は取り消しできません。

全部の文字の入力が終わったら、YESボタ

ンを押す。

7

停止中の場合はディスク名を、再生中の場合は再生中
の曲のタイトルを表示したあと、通常の表示に戻りま
す。

複数の曲にタイトルを付ける場合は、 ～ の操作
をくり返してください。

● AINCの場合は、YESボタンを押すと次の曲のタイト
ル入力画面になります。最後の曲のタイトル入力を終
えてYESボタンを押すと、停止中の場合はディスク名
を、再生中の場合は再生中の曲のタイトルを表示して、
通常の表示に戻ります。

キーボードでの編集

市販の日本語対応DOS/V用キーボード（PS/2）を
本体のキーボード端子に接続すると、編集やタイトル
入力などをキーボードで行うことができます。（36ペ
ージ）

71

（リモコン）
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編
集

タイトルの編集に使用するボタン

文字の種類を変更するには

表示ボタンまたはリモコンのキャラクターボタンを押
すと、文字の種類が変わります。

カーソルを移動するには

入力済みの文字を大文字または小文字に変更
するには

変更したい文字にカーソルを移動して、リモコンのA-
aボタンを押してください。

入力済みの文字列に文字を挿入するには

リモコンのインサートボタンを押すか、マルチジョグ
を3秒以上押し続けると、一文字分のスペースが挿入
されます。文字を挿入したいときは、スペースを挿入
してから文字を上書きしてください。

一文字ずつ削除するには

編集ボタンまたはリモコンのデリートボタンを押すと、
カーソルの下にある文字が削除されます。

全ての文字を削除するには

リモコンのクリアボタンを押すと、編集中のタイトル
の全ての文字が削除されます。

数字を入力するには

リモコンの数字キーを押すと、押した数字がそのまま入
力されます。確定ボタンを押す必要はありません。

● タイトルの編集には"＋10"の数字キーは使用できませ
ん。

数字キー�

各編集ボタン�

編 集�

表 示�

マルチジョグ�

サーチ�

（リモコン）
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タイトルをコピーするには

編集ボタンを押して"TITLE COPY ?"を選

ぶ。

2

YESボタンを押す。3

コピーが完了し、コピーしたタイトルがスクロール表
示されます。

● コピー中に再生ボタン(y)または一時停止ボタン(J)

を押すと、コピーが中断されます。

編集ボタンを押すたびに表示が変わります。"TITLE
COPY ?"が表示されるまでくり返し押してくださ
い。

● 編集を中断したい場合は、停止ボタン(H)または編集

ボタンを押してください。

YESボタンまたはマルチジョグを押す。5

停止中にマルチジョグを回してコピー元の

曲番を選ぶ。

1

● ディスクのタイトルを他の曲にコピーする場合は、マ

ルチジョグを回す必要はありません。 に進んでく
ださい。

● 曲に付いているタイトルをコピーする場合は、録音/
再生中でもコピーできます。

2

コピー元の曲番

コピー先：DSC(ディスク)または曲番

マルチジョグを回してコピー先を選ぶ。4

例：曲番1のタイトルを曲番2にコピーする場合

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）

（リモコン）
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表示窓の表示

表示ボタンを押すごとに、表示窓の表示が変わります。

再生中の表示
再生中の曲の経過時間

再生中の曲の残り時間と録音モード

MDの録音可能時間

ディスクのタイトル

タイトルが付いていない場合は表示されません。
未録音のディスクの場合は"Blank Disc"が表示されます。
●停止中にリモコンのスクロールボタンを押すと、ディス
クのタイトルがスクロール表示されます。

録音中の表示
録音中の曲の録音経過時間と録音モード

録音可能時間と録音モード

（リモコン）�

総曲数 総再生時間

再生中の曲番 再生中の曲の経過時間

再生中の曲の録音モード(SP、MONO、LP2、LP4)

再生中の曲の残り時間

再生中の曲のタイトル

タイトルが付いていない場合は表示されません。

停止中の表示
総曲数と総再生時間

選択されている録音モードで録音する場合の録音可能時間

録音モード(SP、MONO、LP2、LP4)

録音モード(SP、MONO、LP2、LP4)

録音モード(SP、MONO、LP2、LP4)

選択されている録音モードで録音する場合の録音可能時間

録音経過時間

●再生中にリモコンのスクロールボタンを押すと、曲のタ
イトルがスクロール表示されます。
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キーボードとの接続

市販の日本語対応DOS/V用キーボード(PS/2)を本体前面
のキーボード端子に接続すると、選曲や編集、タイトル入
力などをキーボードで行うことができます。
接続するときは、本機の電源を「"切」にしておいてくだ

さい。

. F1

/ F2

停止 F4

再生 F5

一時停止 F6

録音 F8

オートスペース F9

リピート F10

プレイモード F11

表示 F12

YES Enter

+10 +

数字キー テンキー

クリア Shift + F10

取出し Shift + F12

m s

, w

編集する曲番の選択/変更 2 / x

カーソルの移動 s /w

アルファベットの
大文字と小文字の切換

Caps

カタカナの入力 カタカナ

カーソルの前の文字の削除 Back Space

カーソル位置の文字の削除 Delete

カーソル位置に空白を挿入 Insert

タイトル入力の中断 Esc

●付属のテンプレートをキーボードのファンクションキー
の上に張ってお使いください。

● [カタカナ]キーを押してカタカナ表示を点滅にすると、ロ
ーマ字入力になります。カタカナ表示を点灯にすると、
カナ入力になります。

●タイトル入力の途中で、2/xを押して編集する曲番を変

更すると、それまでに入力していたタイトルが保存され
ます。

●Capsとカタカナを同時に使うことはできません。
●本機の電源を頻繁に「入/切」すると、キーボードを認識
しないことがあります。数秒待ってから電源を入れてく
ださい。

一曲消去(ERASE TRK) Shift + F1

全曲消去(ERASE DSC) Shift + F2

曲の移動(MOVE) Shift + F4

曲の分割(DIVIDE) Shift + F5

曲の結合(COMBINE) Shift + F6

タイトルコピー(TITLE COPY) Shift + F7

タイトルの編集(TITLE) Shift + F8

取消(UNDO) Shift + F9

モードの解除 Esc

本機のボタン キーボード

編集 キーボード

タイトルの編集 キーボード
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市販のオーディオ用タイマーと接続すると、希望の時刻に
再生/録音することができます。下図のように接続してタイ
マーを設定すると、各機器の電源が切れます。設定した時
刻になると、各機器の電源が入って再生/録音を始めます。

●電源が入ったあと、ディスクを読み込むのに多少時間が
かかりますので、再生/録音を始めたい時刻より少し前に
タイマーの開始時刻を設定してください。

●タイマーを使用しないときは、タイマースイッチを「切」
にしておいてください。

●タイマー録音のあとは、3日以内に本機の電源を入れて
ディスクを取り出してください。電源を切ったまま放置
すると、録音内容が消えてしまうことがあります。

タイマーとの接続

タイマー再生

再生用のMDをセットした状態でタイマースイッチを「再
生」にしておくと、本機の電源が入ったときに自動的に再
生を始めます。

タイマー録音

録音用のMDをセットして、録音モードなどを設定しておき
ます(18ページ)。タイマースイッチを「録音」にしておく
と、本機の電源が入ったときに自動的に録音を始めます。

●シャッフル再生のモードまたはプログラム再生のモード
になっていた場合は、自動的に通常の再生モード
(CONT INUE )にしてタイマー録音を行います。

アンプ（市販品）

XM-D250�

オーディオ用タイマー（市販品）

家庭用コンセント

XM-D250和文取説改訂  03.6.30  2:46 PM  ページ37



38

録音可能時間内であっても"Track Full"が表示される。
e 時間に関係なく、曲数がいっぱいになると"Track Full"

を表示します。MDシステムでは、255曲以上の録音はで
きません。さらに曲を追加録音するには、不要な曲を消
すか、別のMDに分けて録音してください。

曲数も録音時間も余裕あるのに"Track Full"が表示される。
e 曲中にエンファシス情報などの入切が多く行われると、曲

の区切りと同じ扱いになり、時間や曲数に関係なく
"Track Full"を表示します。

何曲も消したがMDの残り時間が増えない。
e MDの残り時間を表示するとき、12秒以下の部分は無

視されるので、短い曲を何曲消しても時間が加算されな
いことがあります。

録音経過時間と残量時間の合計が、MDの録音可能時間と一
致しない場合がある。
e 通常、1クラスタ(約2秒)が最小単位で録音されます。そ

れに満たないものでも、2秒分のスペースを使うため、実
際に使用可能な時問は少なくなります。またMDに傷が
あると、傷の部分を自動的に削除するので、その分の時間
が減ります。

つなぐことができない場合がある。
e 編集してできた曲は、つなげない場合があります。

e 録音モード(SP、LP2、LP4)の異なる曲をつなげるこ

とはできません。
e 3曲以上をつなげる場合、SPで約9秒、MONO/LP2

で約17秒、LP4で約33秒以下の曲をつなげることは
できません。

サーチを行うと音が途切れることがある。
e 編集してできた曲は、サーチすると音が途切れる場合が

あります。

曲番が正確に付かないことがある。
e デジタル接続でCDを録音するとき、CDの録音内容に

よっては、短い曲ができる場合があります。また、オー
トで曲番を付けた場合、録音するものの内容によっては
曲番が正確につかないことがあります。

"UTOC Reading"表示がなかなか消えない。
e 新品の録音用MDをセットすると、通常よりも"UTOC

Reading"表示が長くなります。

タイトルが1700文字入らない。
e タイトルの記録エリアは、7文字単位で使用されます。

7文字以下のタイトルでも7文字分のスペースを使うた
め、1700文字入りきらない場合があります。

MD(ミニディスク)は、従来のカセットやDATと録音の方式が異なるため、いくつかのシステム上の制約があります。
その制約により、次のような症状が出る場合がありますが、故障ではありません。あらかじめご了承ください。

システム上の制約について
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おや？故障かな？

本機の調子がおかしいときは、サービスを依頼される前に
以下の内容をもう一度チェックしてください。
それでも正常に動作しない場合は、お買い上げの販売店に
ご連絡ください。

電源が入らない
e 電源プラグの差し込みが不完全ではありませんか？

"Disc Error !"が表示される。
e MDが損傷しています。MDを交換してください。

再生できない。
e 結露している場合は、MDを取り出して約1～2時間放

置してください。
e 何も録音されていないMDが入っている場合は、録音さ

れているMDを入れてください。
e MDは矢印の向きに挿入してください。

音が出ない。
e システムとの接続をもう一度確認してください。

e 音量等、アンプの操作を確認してください。

録音できない。
e MDが誤消去防止状態になっている場合は、誤消去防止

つまみをスライドさせて孔をふさいでください。
e システムとの接続をもう一度確認してください。

e 録音レベルを調節してください。

e 再生専用のMDには録音できません。録音用MDと交換

してください。
e MDの残り時間が足りない場合は、不要な曲を消去する

かMDを交換してください。
e アンプの操作を確認してください。

雑音がする。
e テレビなど強い磁気を帯びたものからは十分離して設置

してください。

本機はマイコンを使用しておりますので、外部からの雑音
やノイズ等によって正常な動作をしなくなることがありま
す。このような場合はいったん電源を切り、約1分後に始め
から操作してください。

結露現象について

本機を寒い戸外から暖かい室内に持ち込んだり、設置した
部屋の暖房を入れた直後などには、動作部やレンズに水滴
がついて正常に動作しないことがあります。この場合は、電
源を入れて1～2時間そのまま放置してください。正常に動
作するようになります。

本機やMDの状態や操作について、表示窓にいろいろなメッ
セージが表示されます。ここでは主なメッセージとその原
因・処置を説明します。

Blank Disc
何も録音されていない録音用MDが入っています。

Cannot Copy !
コピーできません。

Cannot EDIT !
MDのシステム上の制約により編集できません。

COMPLETE
完了しました。

Disc Error !
ディスクに異常があります。ディスクを交換してくだ
さい。

Disc Full !!
MDの残り時間がないため、これ以上録音できません。

D-IN UNLOCK !
デジタル入力が接続されていません。デジタル入力端
子に接続した機器の電源を入れてください。

ERASE DISC ?
ディスクの内容を全て消去しますか？

ERASE TRK ?
この曲を消去しますか？

NO DISC !!
MDが入っていません。

No Track !
一曲も録音されていません。

Name Full !
タイトルがいっぱいです。

PGM Empty !!
プログラムされていません。

PGM Full !
これ以上プログラムできません。

Play Mode !!
再生モードが違います。

Protected !!
再生専用のMDが入っています。
MDが誤消去防止状態になっています。

Rec Error !!
録音中にエラーが発生しました。録音をやり直してく
ださい。

Sure ?
確認を求めるメッセージです。

Track Full !!
曲番がいっぱいです。

TOC Reading
MDの情報を読み取っています。

UNDO ?
最後に行った編集を取り消しますか？

UTOC Writing
編集または録音の結果をMDに記録しています。

メッセージ一覧

XM-D250和文取説改訂  03.6.30  2:46 PM  ページ39



40

仕　様お手入れ

トップカバーやパネル面の汚れは、薄めた中性洗剤を少し
含ませた柔らかい布で拭いてください。
化学ぞうきんやベンジン、シンナーなどで拭かないでください。
表面を傷める原因となります。

お手入れは安全のため電源プラグをコンセントから抜い
て行ってください。

Q

形式  . . . . . . . .ミニディスクデジタルオーディオシステム
チャンネル数  . . . . . . . . . . . . . . . .2チャンネル(ステレオ)

1チャンネル(モノラル)
レーザー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .半導体レーザー
記録方式  . . . . . . . . . . . . . . .磁界変調オーバーライト方式
再生読み取り方式  . . . . . . . . . . . . . . .非接触光学読み取り
録音再生時間  . . . . . . . . . . . . . .ステレオ録音：最長80分

モノラル録音：最長160分
LP2：160分
LP4：320分

回転数  . . . . . . . . . . . . . . . .約400rpm～900rpm(CLV)
サンプリング周波数  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .44.1kHz
周波数特性  . . . . . . . . . 再生時：20～20kHz (±0.5dB)

録再時：20～20kHz (±1.0dB)
ワウフラッター  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .測定限界以下
ダイナミックレンジ  . . . . . . . . . . 再生時：98dB(JEITA)

録再時：94dB(JEITA)
S/N比 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .再生時：98dB(JEITA)

録再時：94dB(JEITA)
全高調波ひずみ率  . . . . . . . . . .再生時：0.009%(JEITA)

録再時：0.011%(JEITA)
ライン出力レベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .2.0Vrms
電源  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . AC100V、50Hz/60Hz
消費電カ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13W
外形寸法(幅、高さ、奥行) . . .435mm×100mm×310mm
質量  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4.5kg
付属品  . . . . . . . . . . . . .リモコン(RM-SXMD250)×1個

単3形乾電池(リモコン動作確認用)×2本
ピンプラグコード×2本

キーボード用テンプレート×1枚
取扱説明書、保証書

●JEITAは電子情報産業技術協会規格に定められた測定法
によるものです。

●仕様および外観は改善のため予告なく変更することがあ
ります。

●取扱説明書のイラストが一部製品と異なる場合があります。
●本機の製造時期は、本体に背面に表示されています。

本機は、ドルビーラボラトリーズの米国及び外国特許に
基づく許諾製品です。
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保証とアフターサービス（よくお読みください）

音のエチケット

楽しい音楽も、場合によっては大変気に
なるものです。静かな夜間には小さな音
でもよく通り、隣近所に迷惑をかけてし
まうことがあります。
適当な音量を心がけ、窓を閉めたりヘッドホンを使用
するなどして、お互いに快適な生活環境を守りましょう。
このマークは音のエチケットのシンボルマークです。

著作権について

あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほか
は、著作権法上、権利者に無断では使用できません。
なお、この商品の価格には、著作権法の定めにより、
私的録音補償金が含まれております。

お問い合わせ先 (社)私的録音補償金管理協会　
1:03-5353-0336  FAX:03-5353-0337

■保証書

この製品には保証書が添付されています。保証書は、お買
い上げの際に販売店が「お買上げ日・販売店名」等を記入
した上でお渡し致します。記入事項及び記載内容をご確認
の上、大切に保管してください。保証期間はお買い上げ日
から一年です。

■補修用性能部品の保有期間

当社は、この製品の補修用性能部品(製品の機能を維持する
ために必要な部品)を製造打ち切り後8年間保有しています。

■ご不明な点や修理に関するご相談は

修理に関するご相談、並びにご不明な点は、お買い上げの
販売店または最寄りの当社サービス窓口（42～43ページ）
にお問い合わせください。

■修理を依頼されるときは（出張修理）

39ページの「おや？故障かな？」に従って調べていただき、
なお異常のあるときは使用を中止し、必ず電源プラグをコ
ンセントから抜いて、お買い上げの販売店にご連絡くださ
い。
なお、本体の故障もしくは不具合により発生した付随的損
害(録音内容などの補償)の責についてはご容赦ください。

保証期間中は

修理に際しましては保証書をご提示ください。
保証書の規定に従って、修理させていただきます。

保証期間が過ぎているときは

修理すれば使用できる場合は、お客様のご希望により有料
にて修理させていただきます。

修理料金の仕組み

技術料：故障した製品を正常に修復するための料金です。
測定機等の設備費、技術者の人件費、技術教育費等
が含まれています。

部品代：修理に使用した部品代金です。
その他修理に付帯する部材等を含む場合もあります。

出張料：製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。

修理の際ご連絡いただきたい内容

型名：MDレコーダーXM-D250

お買い上げ日：

販売店名：

お客様のご住所：

お名前：

電話番号：

訪問ご希望日：

故障の状況(できるだけ詳しく)

■廃棄するときは

本機を廃棄する場合に必要になる収集費などの費用は、お
客様のご負担になります。
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神　奈　川�

ご転居等で保証書記載のお買い上げ販売店にアフターサービスをご依頼になれない場合は、最寄りの�

「ご相談窓口」にご相談ください。�

札幌市厚別区厚別東5条1丁目2-29�
旭川市神居二条3-2-15�
北見市山下町4-7-19�
釧路市松浦町3番3号�
帯広市東六条南12-11�
函館市五稜郭町4-16�

函館五稜郭MFビル1F�

�

�
青森市桂木4-6-17�
八戸市諏訪2-2-36�
弘前市高田1-13-1�
盛岡市津志田9地割24-1�
水沢市天文台通り3-12�
秋田市山王中園町4-1�
大館市美園町5-6�
横手市赤坂字大道向3-6�
仙台市若林区六丁の目西町7-13�
石巻市門脇字四番谷地8-18�
山形市松山3-12-18�
酒田市亀ヶ崎6-6-1�
郡山市堤1-3�
いわき市内郷御台境町鶴巻6-1�
会津若松市表町1-44ハイツシンフォニー101�

福島市本内字南原26-1�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

静岡市中田本町62-31中田ビル１Ｆ�

沼津市筒井町6-5�
浜松市北島町785�
�

北　海　道�

関　東・甲　信　越�

東　　　京�

静　　　岡�

T  E  L窓  口 名� 所  　  在    　地� T  E  L窓 口 名� 所  　  在    　地�

ビクター製品のアフターサービスはお買い上げの販売店へご相談ください�

横浜市中区翁町1-3-1�
川崎市宮前区南平台3-2（第2石原ビル）�
平塚市南原2-4-5�
相模原市古淵3-7-4�
海老名市東柏ヶ谷6-19-26

千葉県浦安市当代島2-13-27

東京都台東区根岸5-4-3

東京都文京区本郷3-14-7 ビクター本郷ビル1F �
東京都千代田区外神田1-6-6�
東京都練馬区豊玉南1-19-1�
東京都大田区北千束2-20-6�
東京都八王子市大和田町2-9-6

さいたま市北区東大成町2-658-1�
行田市城西2-7-39ツインハイツ石山B�
�

埼　　　玉�

東　　　北�

水戸市元吉田町1030�
日本ビクター（株）水戸工場技術棟１Ｆ�
土浦市富士崎1-10-1�

甲府市湯田2-11-5

都府�
県名�

都府�
県名�

北海道�

青　森�

岩　手�

秋　田�

宮　城�

山　形�

福　島�

新　潟�

長　野�

群　馬�

栃　木�

茨　城�

埼　玉�

山　梨�

東　京�

神奈川�

静　岡�
422-8043�

410-0041�

435-0041�

�

231-0028�

216-0024�

254-0065�

229-0004�

243-0401

279-0001

千葉県浦安市当代島2-13-27279-0001

千葉県浦安市当代島2-13-27279-0001

110-0003

113-0033�

101-0021�

176-0014�

145-0062�

192-0045

331-0814�

361-0057

310-8528�

�

300-0813�

400-0864

(011)898-1180�

(0166)61-3659�

(0157)25-8557�

(0154)24-0797�

(0155)24-4493�

(0138)52-5324�

�

�

�

(017)723-2261�

(0178)44-4521�

(0172)28-0165�

(019)637-0121�

(0197)22-2773�

(018)824-3189�

(0186)43-0980�

(0182)32-8873�

(022)287-0151�

(0225)94-7711�

(023)642-0279�

(0234)26-7145�

(024)952-6331�

(0246)27-7991�

(0242)38-1355�

(024)553-9437�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
(054)282-4141�

(055)922-1557�

(053)421-3441�

�

(045)651-0403�

(044)975-1879�

(0463)36-2160�

(042)776-2052�

(046)234-4500

(03)5803-2888

(03)3874-5231

(03)5684-8254�

(03)3251-2128�

(03)3993-7520�

(03)3727-9385�

(0426)46-6914�

�

(048)654-5241�

(048)553-5105�

�

(03)5803-2888

(03)5803-2888

(029)246-1560�

�

(029)821-8756�

(055)237-4016

札　　幌S.C.�
旭　　川S.C.�
　北　見S.S.�
　釧　路S.S.�
　帯　広S.S.�
　函　館S.S.�
�
�
�
青　　森S.C.�
　八　戸S.S.�
　弘　前S.S.�
盛　　岡S.C.�
　水　沢S.S.�
秋　　田S.C.�
　大　館S.S.�
　横　手S.S.　 �
仙　　台S.C.�
　石　巻S.S.�
山　　形S.C.�
　酒　田S.S.�
郡　　山S.C.�
　いわきS.S.�
　会津若松S.S.�
　福　島S.S.�
�
�
�
�
�
 �
�
�
�
�
�
�
�

静　　岡S.C.�
　沼　津S.S.�
　浜　松S.S.�
�

横　　浜S.C.�
川　　崎S.C.�
平　　塚S.C.�
相  模  原S.C.�
横　　浜T.C.

首都圏サービスセンター�

【業務用機器専門】のご相談窓口�

【出張修理専門】のご相談窓口�

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口�

CSセンター�

本　　郷S.C.�
　秋葉原S.S�
練　　馬S.C.�
大　　田S.C.�
八  王  子S.C. 

千　　葉S.C.�
柏　　　S.C.�
　　浦安S.Ｓ�
 

大　　宮S.C.�
　熊　谷S.S.�
�

首都圏サービスセンター�
【出張修理専門】のご相談窓口�

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口�

首都圏サービスセンター�
【出張修理専門】のご相談窓口�

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口�

水　　戸S.C.�
�
  土　浦S.S.�

  甲　府S.S.

千　　　葉�

千葉市美浜区幸町2-1-1�

柏市豊四季512-10-67�
浦安市当代島2-13-27

千　葉�
261-0001�

277-0863�

279-0001

279-0001 浦安市当代島2-13-27

(043)246-2588�

(04)7175-4322�

(047)353-6189

(03)5803-2888

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口�
首都圏サービスセンター�

【出張修理専門】のご相談窓口�

宇 都 宮S.C. (028)638-1639 321-0953 宇都宮市東宿郷3-5-22

新　　潟S.C.�
   長　岡S.S.�
　上　越S.S.

(025)242-3431�

(0258)24-8391�

(025)545-1734�

950-0084�

940-0012�

942-0081

004-0005�

070-8012�

090-0037�

085-0005�

080-0806�

040-0001�

�

�

�

030-0844�

031-0803�

036-8084�

020-0835�

023-0815�

010-0953�

017-0874�

013-0064�

984-0011�

986-0853�

990-2412�

998-0842�

963-0205�

973-8409�

965-0831�

960-0103

新潟市明石1-2-19�
長岡市下下条2-1366-1�
上越市五智1-11�
�長　　野S.C.�

　松　本S.S.�
�
�

380-0913�

390-0828�

�

長野市川合新田962-1�
松本市庄内2-4-21�
�
�

(026)221-6583�

(0263)25-9165�

� 371-8543 前橋市大渡町1-10-1�
日本ビクター（株）前橋工場�

前　　橋S.C.�
�

(027)255-5921�
�

ビクターサービス窓口案内
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大阪市淀川区田川2-4-28

守山市浮気町268

近　　　畿�

T  E  L窓  口 名� 所  　  在    　地� T  E  L窓  口  名� 所  　  在    　地�

岡山市西古松西町8-23�
広島市中区光南3-9-17�
福山市南蔵王町3-5-15�
吉敷郡小郡町花園町5-28�
周南市野上町2-35�
下関市熊野町2-14-23

�
福岡市博多区博多駅前4-16-1�
久留米市西町字神浦1-1192�
北九州市小倉北区片野2-15-12�

長崎市城山町9-13�
佐世保市木風町1467-2�

大分市大道町4-1-2�
熊本市近見町8-1-10�
宮崎市霧島町3-59�

延岡市惣領町24-3�
鹿児島市田上七丁目9-8�
沖縄県宜野湾市真志喜1-13-16

高松市田村町205-1�
徳島市沖浜2-37�
高知市高須新町4-143�
松山市中央1-4-12�
宇和島市坂下津甲407-40

四　　　国�

中　　　国�

大阪市淀川区田川2-4-28

京都市伏見区深草下川原町31-1
福知山市厚東町145-2

大阪市淀川区田川2-4-28

橿原市葛本町834-2

大阪市淀川区田川2-4-28

大阪市淀川区田川2-4-28�
堺市百舌鳥梅町3丁目21-2 伊助ハイツ�

和歌山市太田430-8�
田辺市湊1581-12

大阪市淀川区田川2-4-28

神戸市中央区磯上通3-2-16�
�姫路市中地南町11-1�
�

【出張修理専門】のご相談窓口�

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口�

【出張修理専門】のご相談窓口�

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口�

【出張修理専門】のご相談窓口�

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口�

【業務用機器専門】のご相談窓口�

【出張修理専門】のご相談窓口�

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口�

九　州・沖　縄�

松江市学園1-16-39

都府�
県名�

都府�
県名�

岡　山�

滋　賀�

京　都�

奈　良�

和歌山�

兵　庫�
中東部�

兵　庫�
西　部�

京　都�
北　部�

広　島�

山　口�

香　川�
徳　島�

高　知�

愛　媛�

福　岡�
佐　賀�

長　崎�

大　分�

熊　本�

宮　崎�

鹿児島�

沖　縄�

大　阪�

島　根�

鳥　取�

(077)582-5812

(086)243-1566�

(082)243-9839�

(084)931-6984�

(083)973-3708�

(0834)27-1331�

(0832)51-1040�

�

�

�

�

(092)431-1261�

(0942)39-3495�

(093)921-3981�

(095)862-5522�

(0956)33-5568�

(097)543-1422�

(096)353-4536�

(0985)24-5401�

(0982)35-7077�

(099)282-8818�

(098)898-3631

(087)866-1200�

(088)622-7387�

(088)882-0546�

(089)923-0372�

(0895)20-1018

(06)6304-5731

(075)644-0247

(0773)22-8664

(06)6304-5731

(0744)24-6271

(06)6304-5731

(06)6304-5731�

(072)254-2881

(06)6304-6715

(073)472-6799�

(0739)22-9976

(06)6304-5731

(078)252-0562�

�(0792)34-3833

(0852)31-8900�

�

700-0926�

730-0825�

721-0973�

754-0022�

745-0042�

751-0852

812-0011�

830-0038�

802-0064�

852-8021�

857-1166�

870-0822�

861-4101�

880-0032�

882-0857�

890-0034�

901-2224

761-8057�

770-8052�

780-8122�

791-8015�

798-0087

524-0033

532-0027

612-8401

620-0059

532-0027

634-0007

532-0027

532-0027�

591-8032

532-0027

640-8323�

646-0031

532-0027

651-0086�

�670-0975

690-0825

岡　　山S.C.�
広　　島S.C.�
      福山S.S.�
山　　口S.C.�
      徳山S.S.�
      下関S.S.�
�
�
�

福　　岡S.C.�
  久 留 米S.S.�
北  九  州S.C.　�
長　　崎S.C.�
   佐世保S.S.�

大　　分S.C.�
熊　　本S.C.�
      宮崎S.S.�
      延岡S.S.�
鹿  児  島S.C.�

沖　　縄S.C.

高　　松S.C.�
徳　　島S.C�
      高知S.S.�
松　　山S.C.�
 宇 和 島S.S.

      滋賀S.S.

大　　阪S.C.

京　　都S.C.
    福知山S.S.

大　　阪S.C.

      奈良S.S.

大　　阪S.C.�
�

大　　阪S.C.�
　  堺 　S.C.

大阪メンテナンス�
センター�

   和歌山S.S.�
      田辺S.S.

大　　阪S.C.

神　　戸S.C.�
　�      姫路S.S.�
�

山陰ビクター販売（株）�

松　　江S.C.
山陰ビクター販売（株）�

   鳥　取S.S.

0703

西春日井郡西春町九之坪鴨田121-1�
岡崎市桂曙3-10-12�
豊橋市多米東町1-1-1�
岐阜市宇佐南3-1-28�
四日市市堀木2-15-2�
津市大字藤方485-18�
富山市二口町四丁目1-3�
金沢市新保本四丁目65-17�
福井市西開発3-211

●略号について S.C.はサービスセンターの略称です。�
　　　　　　　S.S.はサービスステーションの略称です。�
　　　　　　　T.C.はテクニカルサポートセンターです。�

東　海・北　陸�

福　井�
石　川�

富　山�

三　重�

岐　阜�

愛　知�
481-0041�

444-0833�

440-0028�

500-8367�

510-0076�

514-0815�

939-8211�

921-8062�

910-0843

(0568)25-3235�

(0564)51-5931�

(0532)64-0815�

(058)274-1947�

(0593)52-0841�

(059)229-7780�

(076)425-2397�

(076)269-4821�

(0776)53-6916

名  古  屋S.C.�
三      河S.C.�
      豊橋S.S. �
      岐阜S.S.�
      三重S.S.�
         津S.S.�
富　　山S.C.�
金　　沢S.C.�
      福井S.S.

・所在地、電話番号が変更になる場合がございますので、あらかじめご了承ください。�

(0857)23-2151 鳥取市千代水１丁目22-1680-0911
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〒221‐8528 神奈川県横浜市神奈川区守屋町3‐12
AV＆マルチメディアカンパニー�

ご相談や修理は�

製品についてのご相談や修理のご依頼は、�
お買い上げの販売店にご相談ください。�

〒113‐ 0033 東京都文京区本郷3丁目14‐7 ビクター本郷ビル�

〒550‐0013 大阪市西区新町3‐1‐31 新町レナウンビル�

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓口にご相談ください。�

お買い物相談や製品についての全般的なご相談�
お客様ご相談センター�

修理などのアフターサービスに関するご相談�
ビクターサービスエンジニアリング株式会社�

東京� (03)5684‐9311
FAX(03)5684‐9317

大阪� (06)6765‐4161
FAX(06)6765‐4891

42ページの「ビクターサービス窓口案内」�
ご覧ください。�

0120－2828－17
フリーダイヤル�

携帯電話 ・ ＰＨＳ ・ ＦＡＸ などからのご利用は�

© 2003 VICTOR COMPANY OF JAPAN, LIMITED

別売りのオプション品

・光デジタルケーブル ： XN-11OSA（長さ1m）

・音声コード（RCAピンプラグコード） ： CN-510E（長さ1m）

・MDレンズクリーナー ： CL-ML

別売りのオプション品は、お買上げの販売店でお求め下さい。
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